動物実験に関する相互検証プログラム

動物実験に関する相互検証プログラム

（国立大学動物実験施設協議会・公私立大学実験動物施設協議会）

動物実験は、「動物の愛護及び管理に関する法律（法律第105号　最終改正、平成17年6月22日）」、「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（環境省告示第88号　平成18年4月28日）」等の関係法令を遵守すると共に、文部科学省の所管する大学、研究機関等においては、「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（以下、基本指針という）（文部科学省告示第71号　平成18年6月1日）」に基づき、機関の長の責任において適正に実施されなければならない。

また、基本指針には、動物実験の実施体制が基本指針に適合していることを自己点検・評価し、外部の者による検証に努めることが規定されている。検証は各大学等の長の責任において実施するものであり、個別に外部委員を委嘱して検証を受ける方法、外部団体に依頼して専門家による検証を受ける方法、近隣の大学等が相互に検証を行う方法等、いろいろな方法が考えられる。
国立大学動物実験施設協議会（国動協）及び公私立大学実験動物施設協議会(公私動協)は、各機関が行う自己点検・評価、外部検証の円滑な実施を支援するとともに、検証プロセスの透明性と公正性を確保し、社会的な理解の下での動物実験の適正な実施とそれによる学術研究の発展に資するため、ここに大学等における動物実験に関する相互検証プログラムを公表する。

　なお、国動協や公私動協に加盟しない大学等の機関が、本プログラムの公開資料を参考にして独自に検証を受けることを妨げるものではないが、その結果を公開するにあたっては、「動物実験に関する相互検証プログラム（国立大学動物実験施設協議会及び公私立大学実験動物施設協議会）に準じて実施した」旨を明記されたい。
プログラムの内容

1） 規則関係
　　　①検証委員会規程

　　　②相互検証実施要領

2） 自己点検・評価関係

　　　①現況調査票
　　　②自己点検・評価報告書

　　　③自己点検・評価事項

3） 訪問調査関係

　　　①訪問調査について（対象機関用ガイド）

　　　②専門委員名簿
4） 参考資料

　　　①研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（文部科学省）

　　　②実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（環境省）

　　　③動物実験の適正化に関するガイドライン（日本学術会議）

PAGE  
1

